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【目的】当教室では外反母趾に対して第1中足骨遠位
骨切り術であるMitchell変法を施行し，　MTP関節の
不均衡のある症例には中足骨斜め骨切り術を併用し
てきた．今回，我々は当教室におけるMitchell変法の
術後成績を報告する．
【方法】症例は55例97足，男性2例2足，女性53例
95足で，手術時年齢は17～83歳，平均48．6歳，術後
経過観察期間は1年～18年2ヶ月，平均5年10ヶ月で
あった．手術方法はMitchell変法単独施行例が57足，
中足骨斜め骨切り二七用例40足であった．術後成績
の評価には疹痛，変形，中足骨頭部痛・足底部腓抵，既
製靴の使用，炎症所見の5項目からなる臨床評価基準
（東医大試案）を，X線計測学的には外反角（HV），
Ml－M2角，　Ml－M5角，第1－2中足骨長差，種子骨偏
位などを検討した．
【結果】X線計測値の経時的変化をみると，HVは術
前34，0．が最終調査時16．9．に改善し，Ml－M2角は
16．7．が8．7．に，Ml－M5角は34．8．が26．7．に，種子骨偏
位は8．8mmが5．8　mmにそれぞれ改善し，　HV，種子骨
偏位においては他の検討項目に比し，戻りが大きい傾
向がみられた．臨床評価基準では総合で3．8点が7．9
点に改善した．術後に第lMTP関節のROM制限がみ
られる症例が散見された．また2例に基節骨内側の疲
労骨折がみられ，骨折後に外反変形の再発が認められ
た．
【考察】HVは術後にやや戻る傾向があったが，術後
成績は比較的安定していた．高度外反母趾変形におい
ても十分対応できるが，症例によりばらつきがみられ
た．中足骨頭部痛および足底二二砥に対しては中足骨
斜め骨切り術の併用が有用であった．また内側関節包
の縫縮の際に，強い緊張がみられた症例において，第
lMTP関節のROM制限と疲労骨折がみられ，外側軟
部組織の解離術の必要性が示唆された．
【目的】ケロイドは形成外科領域の中でも最も治療が
難しい疾患の一つとされ，様々な治療法が試みられて
いるものの，各施設でいまだ試行錯誤しているのが現
状である．われわれも以前より手術療法，ステロイド
療法，圧迫療法など行ってきたが，メッシュテープを
使用，併用するようになってから，ある程度の安定し
た治療効果が得られるようになってきた．さらに最近
では，通常のメッシュテープだけではあまり効果のみ
られなかった患者に対しては，より強い圧迫力と密着
性を期待して，このテープを二重にして用いている
（以下，二重メッシュテープ）．そこで今回は，この二重
メッシュテープの効果に関して症例を供覧し報告す
る．
【対象ならびに方法】1997年4月から2㎜年3月ま
での3年間に二重メッシュテープにて治療を行い，半
年以上経過観察可能であったケロイド症例26例を対
象とした．女性17例，男性9例で，年齢は19～74歳
（平均48．3歳），部位は前胸部ll例，肩背部9例，腹壁
9例，その他3例（重複あり）である．二重メッシュ
テープはニチバン製の湿布固定シートを小さく切り，
大きさを少し変えた2枚を重ねて作成した．これを患
部に強めに密着固定した．最初に患者に貼りかたを指
導し，その後は患者自身で行い1～2月に1回程度外
来を受診してもらった．
【結果】多くの症例でケロイドの扁平化，軟化が認め
られた．変化のほとんどみられなかった症例もある
が，悪化したものはなかった．
【結語】通常のメッシュテープではほとんど治療効果
のみられなかった症例の多くで二重メッシュテープ
により改善がみられたが，これはテープを二重にする
ことでテープの強度が増し，より強い圧迫力，密着性
が得られた結果と考えられた．本法は簡便に行え，ま
たそのコストも低いため，患者の負担が少なくケロイ
ドの治療法の一つとして有用と考えられた．
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